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立場から、特色 GP に採択された京都大学の外国語教育[外国語教育の再構造化-自律学習型 CALL

















となる。1, 2 については、従来、英語は一般目的の英語（EGP, English for General Purposes)
と特定目的の英語（ESP, English for Specific Purposes)に分けられてきたが、大学での英語、
特に京都大学のような学術大学における英語には、専門学部で行う ESAP(English for Specific 





ってきた研究者でないと担当できない。また、3, 4, 5, 6 の項目についても、（設置基準等の法
規は別として、カリキュラムだけで考えれば）教育は教室で行わなければならないということに














（文責 教育支援システム研究部門 堀井） 
 
●○●センターからのお知らせ●○●  
１．早田副センター長が昨年５月に東海・北陸・近畿地区学生指導研究会の総会で講演した内容が 
活字になりました。この研究会は２３８の高等教育機関が加盟するもので、早田講演は 
その機関紙『SPS』第４８号（平成１７年１１月）の巻頭（１－１３頁）に、 
「わが国認証制度の理念と制度－学生支援の視点を加味しつつー」と題して収録されています。 
大学評価あるいは学生支援に関心をお持ちの方々に、お勧めします。 
（当センター図書室にて所蔵しています。） 
２．センターニュースで取り上げてほしいテーマを募集します。また、センターニュースを読んでの
ご感想や当センターへの要望などをメールにてお寄せください。 
センターでは、共同学習会の話題提供、ランチョンセミナー担当を随時募集しておりますの
でご連絡ください。 
info-rche@ge.kanazawa-u.ac.jpまでお願いいたします。 
 
